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ギャンブル依存症とは何か
いわゆる ギャンブル依存症 ─ギャンブルにのめり込み、やめられなくなる病気─が定義





年の から 年後、 年の ではマイナーな定義上の変化があったの
みであるが、 年の （ローマ数字ではなく、算用数字である点に注意されたい）



















最も多くの調査・研究で使われているのは、 （ ） で
ある。日本でも後述の厚生労働省の研究班が使用しているが、質問事項は に準拠し、比
較的細かく尋ねるスクリーニングである。
















































つまり の 項目のうち、ギャンブルに関し ウソをついた か否かという項目と、
賭け金が増大しているか という項目が最重要の 項目─そして異なる主成分 ファクター








































































































男性 ％ ％ 万人
女性 ％ ％ 万人













































厚生労働省が主導したギャンブル依存関連データは、 年、 年、 年に全国規模で
なされた調査が報告されており、その後 年にもう一度データを集め、集計している。記者
発表用中間とりまとめの報告書は、 年 月 日に 枚もので配布された。この最新のもの
と、 年のものは詳細を見ていないので不明だが、 年の集計では、男性のギャンブル依
存症（予備軍を含む）が、 ％、女性 ％、 年では男性 ％、女性 ％としており、
後者の 年のデータですでに 推定 万人がギャンブル依存症もしくは疑われる状況 で
あることを勘案するなら、 年はさらに多くの人々が、 ギャンブル依存が疑われる対象と
なっていた ことになる。





依存症などの研究対象として、 共依存（ ） という分野があ
り、その名のとおり 種類以上の依存状況について研究する学問である（共依存の調査につい






















【病的賭博の疑いがある者が 週に 回以上 したことのある
賭博等の種類】























一回未満 週に一回以上 から選んで をつけてください













るとどのくらいの頻度で飲みますか と尋ね、回答肢として まったく飲まない ヵ月









ギャンブルのいままでの経験を尋ねたあと、 年の調査ではすぐに 問ほどの の
質問群に入っているが、今回、 年の調査では両者の間に数問、入れている。






































このスペースで で 点だった者、 点だった者、 点だった者 と示せばより多く
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（図表 ）（再掲）
【病的賭博の疑いがある者が 週に 回以上 したことのある
賭博等の種類】




















































今回のデータが発表される 月 日から 遡 ること約 ヶ月。 月 日の衆院内閣委員会に
おいて、前回（ 年）のデータが厚労省の役人によって開陳された。
































年 月 日、厚生労働省は成人 万人を対象とした調査の中間発表を行った。その新し
い推定値は危険ある者を含めて 万人とのことである。前回 年の 万人 調査に、か
なりの疑義・批判が集まったことを受けて、新たに全国で集めたデータであるが、研究班は
調査方法が違い増減は評価できない と述べているそうである（日本経済新聞、 年 月



































厚労省の 万人 データを集めていた同じ頃に、 が尋ねた パチンコを行う頻
度 を尋ねた質問がある。 過去 年間に と限定した上で、 週に数回 週に 回程度
から、 まったくしていない までの 段階の回答肢があるが、 週に 回程度 以上の つの
回答をした割合は、男性 ％、女性 ％であった。









レファレンス・ピリオド 過去すべて（ ） ふだん（現在）
（ ） （ ）
では、回答肢が 個あり、頻度の高い つは 週に数回 と 週に




アメリカの （ ）をプロトタイプとして、日本が をスター























ギャンブル ではなく ゲーム についてのものがあり、そちらは やり過ぎだ と言われ
たと回答した割合は韓国が ％でトップ、次いで日本（ ％）、中国（ ％）だった。
海外の研究でも、厚労省調査のように ライフタイム（人生すべての経験） の経験を尋ね
















日工組調査は 年 月に 人（パチンコ経験者）、同年 ・ 月には 人（パチン
コ経験者 人 未経験者 人）を対象として行われた。過去の研究を参考として、 の項目
別質問を行い、最終的に つの主成分としての因子（大項目） ─ 動機 、 行動 、 結果



































ビス）、 セルフ・イクスクルージョン（自己除外）プログラム 、 スクリーニングおよびア
















































平成 年、その前年に成立したいわゆる （カジノを含む） 法案（後述） を受ける形




















日本維新の会 月 日 参議院 維新案
自由民主党・公明党（共同提出） 月 日 衆議院 自・公明案
民進党・自由党（共同提出） 月 日 衆議院 民・自由案









































年 月 日、第 次安倍内閣は衆議院を解散した。 月 日には総選挙があり、本稿を
執筆している 月（ 年）現在、すぐに組閣がなされ、臨時国会が開かれようとしている。



























より説明が必要な点は、 ギャンブル等依存 においえる 等 という文字についてであ
る。まずもってこの 等 という文字は、 パチンコ パチスロ（以後 パチンコ等 ） を対
象として包摂するために加えられた。
法律の定義上、パチンコ等は風俗営業適正化法で定められた 遊技 にすぎず、刑法で予定
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